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　アメリカの医療保険は非常に高額、かつ複雑です。ここで詳
しく説明することはできませんが、とにかく滞在中はできるだ
け病院にかからないように努めていました。とはいえ、小児の
体調不良は予測不能で急変も早いものです。
　私はもともと小児科看護師なので対応できますが、酸素や薬
剤が必要な状況に陥り、やむを得ず救急外来（ER）を受診した
こともありました。幸い入院には至らず、酸素投与や薬剤の吸入
で改善しましたが、わずか数時間の受診で治療費は約 50 万円！
　高額の医療保険に入っている場合、自己負担額は抑えられま
すが、それでも高額です。また貧困家庭で支払えない場合は、
救済策としてピーチケアという貧困家庭の子ども向けの保険が
ジョージア州にはありました。貧富の差が健康格差を生み出す
現状ですが、必ず救済策があるのもアメリカ社会の特徴です。
息子の場合は、日本の旅行者保険に入っていたため、後日、治
療費は全額返金されました。

アメリカの保健医療事情

　収入のない私たちは、大学のフードパントリー（食料無料配布）に大変お世話
になりました。毎週金曜日に、パンやお米、肉や卵、乳製品や野菜、缶詰、衛生
用品などの施しを受ける機会がありました。また、公的な食糧支援として、ジョー
ジア州保健局に女性と子どもを支援するプログラム（妊産婦及び 5 歳未満児の
いる貧困家庭へ食糧支援するもの）があり、毎月シリアル、パン、野菜やフルーツ、
卵、牛乳（アレルギー児は豆乳）の支給がありました。これらの支援や、大学で
行われる食事つきイベントなどにより、食費の大部分を抑えることができました。　
　折角の機会なので、アメリカ料理も覚えました。特にお気に入りは「Deviled 
Eggs（悪魔のたまご）」です。ついつい食べ過ぎてしまう美味しさで、悪魔の誘
惑という由来があるそうです。

アメリカでの食生活

Deviled Eggs（悪魔のたまご）
ゆで卵にマスタードと

マヨネーズを合わせた、
アメリカ定番の前菜

▲ 簡単で美味しい Deviled Eggs

▲ 救急外来（ER）で治療中の息子

　息子が 2 歳を迎えて、現地校に入学しました。アメリカでは 9 月～翌年 8 月生まれが１学年
の区切りです。保育施設は争奪戦で、近隣でも空席待ちの施設が多数ありました。大学キャン
パス内にある幼児教育施設に運よく空きがあり、入学することができました。息子のクラスは
週 2 回午前中のみ、そのほかの時間は図書館通いを続けました。
　登校初日、学校の先生から「今からママと離れてここで過ごすことをママから説明して、ぎゅっ
と抱きしめてください」と言われました。そっとその場を立ち去ろうとしていた私は驚きました。
2 歳の息子にわかるのか？泣かれてしまうのでは？と疑問に思いましたが、説明してぎゅっと
抱きしめました。すると、不安そうな顔をしていた息子は笑顔で教室へ飛び込んで行ったのです。
1 人の人間として尊重し説明すること、そして抱きしめて愛情を表現することが、とても大切
であると学びました。
　息子は学校が大好きになり、迎えに行くといつも「帰りたくない」と泣きました。先生やお
友だちの顔と名前を覚えて、帰宅してからも一生懸命、名前を教えてくれました。学校で様々
な芸術作品を制作し、音楽を学び、外遊びをし、英語環境だけでなく情操教育としても素晴ら
しい体験でした。先生方は、学校での様子をメールや写真で共有してくれ、お迎えの際に一日
どんな様子だったかを説明してくれました。学期終わりには評価表が配られ、成長発達で努力

　2025 年夏、約 2 年間のアトランタ生活を終えて、私たち
家族は帰国しました。
　「Tomorrow is another day（明日は明日の風が吹く）」は、
小説 / 映画で有名な「風と共に去りぬ」の名言です。アメリ
カ南部の南北戦争時代の物語で、様々な困難に見舞われなが
らも力強く生きる女性が描かれています。
　私たちの滞在終盤に大統領が変わり、CDC 職員が大量に解
雇され、アトランタは非常に厳しい状況になってしまいまし
た。しかし、今日が苦しくても、明日はまた新しい1日。そう思っ
て生きていくしかありません。私自身もアメリカで多くの学
びと支えを得られたことに感謝し、この経験を人生の糧とし
て、今後の業務に役立てていきたいと思います。

が必要な部分を教示してくれて、とても助かりました。
　息子は 1 年間の学校生活を無事に終えることができ、夫
の卒業式に特別出演するという幸運にも恵まれました。と
てもアメリカらしい、思い出に残る一幕でした。

2歳を迎え、現地校へ

Tomorrow is another day（明日は明日の風が吹く）

▲ 夫の大学院の卒業式に息子も特別出演
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＜ご寄附のお願い＞
JIHS 国際医療協力局では、保健医療分野の国際協力活動の充実等を目的とする寄附
のご協力を皆さまに広くお願いしております。ご寄附のお申し込みは、下記の連絡
先より国際医療協力局 寄附担当までご連絡ください。

カオソイ

タイ北部とラオス北部を代表する麺料理
「カオソイ」。名前は同じでも、国によっ
て味わいやスタイルは大きく異なります。

個性の違う
2 つの
味わい

タイ＆ラオスの

麺料理

局員イチオシ ・グルメ

　　　　Webサイト& SNS更新中！

▲ ラオスに長期滞在中の局員が現
地で食べたカオソイ。澄んだ出汁の
スープと幅広の米麺がよく合う、素
朴でやさしい味わい。味に変化をも
たらす豚ひき肉とトマトのソースは、
日本の肉味噌みたい !?

タイのカオソイは、ココナッツミルクを使った濃厚なカレー
風味のスープに、鶏肉や牛肉などの具材を合わせ、茹で麺
と揚げ麺の卵麺を両方楽しめるのが特徴です。
一方、ラオスのカオソイは、豚骨や鶏肉から取った出汁をベー
スにしたシンプルなスープに茹でた米麺を合わせ、豚ひき
肉やトマトを使った濃厚なソースを上にかけて仕上げます。
濃厚なタイ風、あっさりしたラオス風。旅先やお店で出会っ
たら、2 つの味を食べ比べてみるのもおすすめです。

    タイに出張した局員が
現地で食べたカオソイ。サ
クサクの揚げ麺がスープに
よくからみます。ライムや
唐辛子ペースト、酢漬けの
キャベツなどのトッピング
で、味の変化も楽しめます。
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Laos


